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代表質問 代表質問
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石　
田　
ち
ひ
ろ　
議 

員

（
共　
産
）

大
倉　
た
か
ひ
ろ　
議 

員

（
イ
ノ
ベ
）

戦
争
国
家
づ
く
り
は
許
さ
な
い　
敵
基

地
攻
撃
能
力
と
大
軍
拡
に
反
対
を

問
軍
事
費
２
倍
化
相
当
の
お
金
を
教
育
予

算
に
回
せ
ば
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
、
高
校
・
大
学
の
学
費
無
償
化
等

が
実
現
で
き
る
。「
軍
事
費
２
倍
化
と

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
反
対
す
べ

き
」
の
質
問
に
な
ぜ
答
弁
し
な
い
の
か
。

答
防
衛
に
関
す
る
事
項
は
専
ら
国
が
担
う

役
割
・
責
務
で
あ
り
、
国
会
の
場
で
議

論
を
十
分
に
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
さ
ら
な
る
切
り
捨
て
を
許

さ
ず
、
命
・
暮
ら
し
を
守
る
福
祉
の
充

実
を問

特
養
ホ
ー
ム
は
、
高
齢
に
な
る
親
を
持

つ
現
役
世
代
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題

だ
。
待
機
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
計
画
を
持

ち
、
増
設
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
「
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で

暮
ら
す
」
と
い
う
区
が
目
指
す
高
齢
者

介
護
の
在
り
方
・
目
標
を
実
現
す
る
た

め
、
在
宅
支
援
を
重
視
し
つ
つ
、
在
宅

で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
た
時
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
多
様
な
入
所
・

入
居
系
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

物
価
高
騰
か
ら
区
民
の
暮
ら
し
と
営
業

守
る
緊
急
対
策
を

問
食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品
が
大
き
く
値

上
が
り
し
て
い
る
た
め
、
低
所
得
者
ほ

ど
重
い
負
担
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
て
、
異
常
な
物
価
高
騰
に
苦
し
む
区

民
・
中
小
業
者
の
実
態
の
受
け
止
め
は
。

答
物
価
高
騰
等
は
、
区
民
や
中
小
企
業
を

直
撃
し
、
不
安
等
を
抱
え
る
方
も
多
く

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
区
と
し
て
は
、

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
に
約
８
億
円

の
物
価
高
騰
等
に
対
す
る
支
援
策
を
提

案
し
、
議
決
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

問
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る

た
め
に
は
、
「
優
し
く
強
い
経
済
」
に

転
換
し
、
そ
の
た
め
に
は
最
低
賃
金
を

上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
品
川
区
で
働

く
非
正
規
労
働
者
・
会
計
年
度
任
用
職

員
の
中
で
、
時
給
が
１
千
500
円
未
満
の

職
員
の
割
合
は
何
％
か
。

答
保
育
士
資
格
の
な
い
保
育
補
助
や
一
般

事
務
な
ど
、
全
体
の
約
50
％
だ
。

問
全
て
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
給
を

１
千
500
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
べ
き
。

答
報
酬
額
は
職
務
の
複
雑
性
、
責
任
等
の

軽
重
に
応
じ
、
か
つ
常
勤
職
員
の
給
与

と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
決
定
し
て
お
り
、

一
律
に
引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い
。

国
の
責
任
を
投
げ
捨
て
る
コ
ロ
ナ
「
５

類
」
引
き
下
げ
へ
の
追
随
で
は
な
く
、

公
費
負
担
の
継
続
・
医
療
体
制
強
化
な

ど
命
守
る
対
策
を

問
濃
厚
接
触
者
等
が
必
要
時
に
検
査
で
き

る
よ
う
、
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
区
有
施

設
で
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を
。

答
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
追
加
配
布
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。

問
品
川
区
内
で
の
高
齢
者
施
設
、
障
害
者

施
設
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
件
数
は
そ
れ
ぞ

れ
何
件
か
。
ま
た
コ
ロ
ナ
に
よ
り
施
設

内
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
人
数
は
。

答
同
一
施
設
３
名
以
上
の
施
設
内
ク
ラ
ス

タ
ー
は
、
昨
年
１
月
か
ら
本
年
１
月
末

ま
で
で
、
高
齢
者
施
設
85
件
、
障
害
者

施
設
35
件
だ
っ
た
。
入
院
調
整
中
に
施

設
内
で
死
亡
し
た
方
は
い
な
い
。

住
民
追
い
出
し
の
超
高
層
再
開
発
・
特

定
整
備
路
線
は
中
止
し
、
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

問
一
つ
一
つ
の
家
屋
の
不
燃
化
の
促
進
こ

そ
住
民
の
犠
牲
を
最
小
化
す
る
防
火
施

策
だ
。
特
定
整
備
路
線
の
予
算
を
住
宅

を
準
耐
火
構
造
以
上
に
す
る
支
援
に
回

せ
ば
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
力
に
な
る
。

住
宅
の
不
燃
化
が
進
め
ば
、
住
民
を
追

い
出
す
新
た
な
巨
大
道
路
・
特
定
整
備

路
線
は
必
要
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
特
定
整
備
路
線
は
災
害
時
の
火
災
の
延

焼
防
止
、
緊
急
車
両
の
通
行
な
ど
防
災

性
の
向
上
の
観
点
か
ら
重
要
な
道
路
で

あ
る
。
引
き
続
き
都
と
連
携
し
な
が
ら
、

防
災
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
だ
れ
も
が
自
分
ら

し
く
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
品
川
へ

問
区
は
新
年
度
予
算
で
東
京
都
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
活
用
を
盛
り
込

ん
だ
。
な
ぜ
品
川
区
と
し
て
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
つ
く
ら
な
い
の
か
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
や
広
域
的
な
利

用
が
可
能
で
あ
り
、希
望
に
応
じ
て「
子

の
名
前
」
を
特
記
事
項
欄
に
記
載
で
き

る
な
ど
、
生
活
上
の
不
便
を
よ
り
軽
減

で
き
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
都
の
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
は
、
区
の
あ

ら
ゆ
る
政
策
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視

点
を
行
き
渡
ら
せ
る
も
の
に
な
る
。
ど

の
よ
う
に
条
例
制
定
ま
で
進
め
る
の
か
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
進
め
方
を
。

答
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
会
を
設
置
し
、

区
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
り
、
委
員
構
成
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

保
育
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
０
歳
児
オ
ム
ツ
宅
配
定
期
訪
問
は
赤
ち

ゃ
ん
の
肌
と
の
相
性
も
考
慮
し
オ
ム
ツ

を
選
択
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
。

答
複
数
メ
ー
カ
ー
を
用
意
し
、
育
児
用
品

も
選
択
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問
保
育
園
と
保
護
者
を
ア
プ
リ
で
つ
な
ぐ

サ
ー
ビ
ス
導
入
に
際
し
て
は
、
保
育
士

の
業
務
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
簡
便

性
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た

も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
保
護
者
の
利
便
性
向
上
と
保
育
士
の
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
て
導
入
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
指
摘
の
視
点
を
含
め
選

定
し
て
い
く
。

問
園
児
の
置
き
去
り
問
題
が
報
道
等
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

タ
グ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
置
き
去

り
防
止
の
仕
組
み
導
入
が
必
要
。

答
さ
ら
な
る
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。

問
部
活
動
の
地
域
移
行
は
教
員
に
競
技
経

験
が
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
連
携
・

協
働
不
足
、
希
望
の
部
活
が
な
い
等
の

課
題
が
あ
る
。
区
の
課
題
認
識
は
。

答
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も

応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。

問
地
域
団
体
と
の
連
携
を
進
め
、
多
様
な

体
験
の
確
保
や
持
続
可
能
で
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
が
必
要
。

答
多
様
な
活
動
機
会
の
た
め
に
は
地
域
連

携
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
令
和
５
年

度
は
各
学
校
に
お
い
て
少
な
く
と
も
１

つ
の
部
活
動
で
地
域
移
行
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

問
ス
ム
ー
ズ
な
地
域
移
行
に
向
け
、
部
活

動
指
導
員
を
増
員
す
る
こ
と
が
必
要
。

答
専
門
性
や
教
員
負
担
解
消
の
観
点
か
ら
、

部
活
動
指
導
員
は
各
校
２
名
体
制
に
拡

充
し
、
地
域
連
携
を
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
も
障
が
い
の
あ
る
方
も
安
心
を

実
感
で
き
る
品
川
に
つ
い
て

問
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
認
知
症

患
者
の
増
加
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設
と
介

護
人
員
の
拡
充
が
必
要
。
人
材
確
保
で

は
給
与
水
準
の
向
上
策
も
併
せ
て
必
要
。

答
給
与
格
差
は
縮
小
し
て
き
て
い
る
。
区

と
し
て
は
職
場
環
境
の
改
善
を
含
む
介

護
現
場
の
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。

問
認
知
症
の
早
期
発
見
は
、
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
や
症
状
緩
和
、
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
。
現
在
の
認
知

症
検
診
75
歳
か
ら
65
歳
へ
実
施
の
考
え
。

答
現
在
、
対
象
年
齢
拡
大
の
予
定
は
な
い
。

経
済
と
環
境
が
両
立
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
資
源
循
環
体
制
強
化
に
向
け
、
一
人
一

人
が
ゴ
ミ
削
減
や
資
源
の
再
利
用
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
ゴ
ミ
出
し
の

際
に
分
別
が
分
か
り
に
く
い
。
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
の
導
入
で
、
わ
か
り
や
す
い
分

別
や
ゴ
ミ
出
し
が
出
来
る
こ
と
が
必
要
。

答
先
行
自
治
体
の
効
果
な
ど
調
査
検
討
し

て
い
く
。

問
公
契
約
条
例
の
制
定
は
労
働
者
、
事
業

者
、
区
民
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
地
域
で
の
好
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
公
契
約
条
例
の
制

定
が
必
要
。

答
適
正
な
賃
金
や
労
働
条
件
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
実
効
性
の
あ
る

制
度
の
構
築
に
向
け
、
様
々
な
角
度
か

ら
引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

問
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
区
民
の

意
見
表
明
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
。

区
民
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
丁
寧

な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
必
要
。

答
回
答
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫

し
、
個
別
事
情
を
踏
ま
え
た
意
見
把
握

を
し
た
い
。
高
校
生
以
上
を
対
象
と
す

る
ほ
か
、
小
中
学
生
に
は
質
問
内
容
を

分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
対
応
す
る
。

安
心
安
全
な
防
犯
対
策
に
つ
い
て

問
特
殊
詐
欺
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。
犯

罪
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
が
必
要
。

答
自
動
通
話
録
音
機
５
千
台
貸
与
し
て
い

る
。
引
き
続
き
設
置
を
進
め
る
。

問
受
け
子
な
ど
の
加
害
者
は
若
年
層
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
若
年
層
に
対
し
て
犯

罪
に
加
担
し
な
い
取
り
組
み
と
罪
に
巻

き
込
ま
れ
た
際
の
相
談
体
制
が
必
要
。

答
区
立
学
校
で
は
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
な
ど

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
警
察
や
関
係

機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

問
近
年
再
犯
率
が
上
が
っ
て
い
る
状
況
を

受
け
、
国
は
再
犯
防
止
計
画
を
策
定
し

た
。
区
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
守

る
と
と
も
に
、
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
品
川
区
再
犯

防
止
計
画
の
策
定
が
必
要
。

答
令
和
５
年
度
に
再
犯
防
止
計
画
を
策
定

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
関
係
各
所

と
連
携
し
、
地
域
特
性
に
即
し
た
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
区
民
と
と
も
に
進
め
る
新
時
代
の
品
川


